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研究成果の概要（和文）：本研究は、体育授業における教師の省察の特質を検討した。分析の結果は、以下の通
りである。体育授業における教師の省察の特質として、第一に、教師の省察は、教師の過去の経験とつながって
おり、授業の難しさを制御していることが明らかになり、第二に、教師の省察は、教員間の相互的関係によって
促進することが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study was examined the teacher’ reflection in Physical Education. The 
results may be summarized as follows:  As a characteristic of the teacher’s reflection, (1)
teacher’s reflection  in the physical education practice was linked to the teacher’s past 
experiences in physical education. (2) Teacher 's reflections were promoted by interacion among 
teachers.

研究分野： 体育科教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 今日、学校教育課題の複雑化・多様化が指
摘されており、それに対応できる「学び続け
る教師」が求められている（文部科学省、
2012）。研究においても、授業とは教師が予
め計画していたとしても予期しないことが
起こり得るのであり、授業内の偶発性をうま
くコントロールできるかどうかが授業の良
しあしを規定するという、教師の省察的実践
の重要性が認識されている。こうした教育実
践の難しさ（複雑性）は、体育授業において
も例外ではない。特に体育は、グラウンドや
体育館など大きな空間で秩序を形成してコ
ントロールしなければ学習が成り立たない
ことから、他教科よりも複雑性が高い。それ
に加え、子どもの学習の成果が、技能という
子どもの出来／不出来に立ち現れやすいの
で、そうした目に見えやすい学習の様相が子
どもの学習意欲に影響を及ぼすことも、教育
実践の複雑性を高める要因となる。 

  

  

２．研究の目的 

 以上の問題意識から、本研究は、教師の体
育授業実践を観察したり、教師に体育授業実
践に関するインタビュー調査をすることを
通じて、体育授業における教師の省察的実践
の特質を解明することを目的とした。 

 具体的研究課題としては、第一に、ある教
師の体育授業づくりを追うことで、個人とし
て体育授業の複雑性をどう制御しているの
か（課題①）を、第二に、体育授業の改善を
学校全体で取り組んでいる事例をもとに、組
織として体育授業の複雑性をどう制御して
いるのか（課題②）を設定した。 

 

３．研究の方法 

 課題①については、ある教師がつくった体
育授業（事前検討会－体育授業－事後検討
会）に参与観察に入り、①学習指導案の作成
時点での教師の予期と②体育授業中に起き
るエピソードとそれへの教師の対応、③事後
検討会における教師の気づきについてデー
タを収集した。 
 課題②については、体育授業の改善をテー
マに据え、複数年にわたって校内研究に取り
組んだ公立小学校を選定し、体育授業づくり
に関するインタビュー調査を実施した。 
 
４．研究成果 
【研究課題①】 
研究課題①の研究課題では、M 教師がつく

った小学校 1年生「ボール投げゲーム」の授
業の教材化、実施、振り返りの一連の過程の
分析を通じて小学校体育授業における教師
の省察の特質について考察した。以下、（１）
教材化の過程と（２）事例の考察を記述する。 
（１）教材化の過程 
 M 教師が取り組んだボールゲームの技能に
ついて『学習指導要領解説』第一学年及び第

二学年の目標及び内容には、次のことが記さ
れている。 
(1)ア ボールゲームでは、簡単なボール操
作やボールを持たないときの動きによって、
的に当てるゲームや攻めと守りのあるゲー
ムをすること。 
そして、「ボール投げゲーム」では次のよう
なゲームをすることが記されている。 
 (ｱ)物やマークなどの的に向かってボール
を投げたり蹴ったりする的当てのボール遊
びで、個人対個人、集団対集団で競争するゲ
ームである。 
また、態度では、「運動に進んで取り組み、
決まりを守り仲良く運動したり、勝敗を受け
入れたり、場の安全に気をつけたりすること
ができるようにする」が、思考・判断では、
「簡単な規則を工夫したり、攻め方を決めた
りすることができるようにする」が記されて
いる。 
 M 教諭は、これらを念頭に置きながら 4 時
間の単元を構成し単元のねらいを「きまりを
守って仲間と仲良くゲームを楽しむ中で、狙
ったところにボールを投げたり、力強いボー
ルを投げたりすることを実感できる楽しさ」
を獲得させることとし、技能面で「狙って」
と「力強く」という観点を挿入し教材化を試
みた。 
M 教諭のこの授業案について、2015 年 6月

に校内の事前検討会が行われている。ここで
は、司会者の教諭のもと、まず授業者である
M 教諭から授業のねらいや展開、子どもたち
が取り組むゲームのルールの説明が行われ
た。その後、その説明に対して同僚教師たち
から質疑を受け、応答するという形式がとら
れた。質疑応答の序盤は、児童が取り組むゲ
ームのルールや方法の確認が行われている。
中盤に差し掛かったとき、「狙って投げる」 
のねらいについて批判的な意見がだされた。 
C 教師は、「学習指導要領に正しいフォーム

を身につけることが大切って書いてあるの
か」と問い、「狙って投げる」ことをねらい
にした意図を問いただしている。それに対し
て M教諭は、学習指導要領解説には「書いて
いない」と認識しているけれども「高学年に
なったときに、ソフトボール投げとか体力テ
ストしたときに投げられない、フォームがで
きないっていう実態もいろいろな学校でみ
てきてて、1 年生のときから経験させたい」
と授業に込めた思いを伝えている。また、「狙
う」と「力強く」投げることについて子ども
たち同士が話し合う場面を構想するものの、
管理職である A 氏から「技能面を話し合うこ
とは、低学年のマルマル遊びの思考、判断面
ではないんだよね」と指摘される。しかし、
こうした指摘がなされながらも M教師は「狙
う」と「力強く」のねらいにこだわり授業を
構想、実践していく。 
 
（２）事例の考察 
「壁や制度と格闘しながらも、新しい授業を



模索し創造しているのが、現在の先生の一つ
の姿」（秋田、1997）であるならば、M教諭も
その一人といえよう。教材化における相互作
用から教師の省察について次のような特徴
が浮かびあがってくる。 
M 教師のねらいに込めた思い 
①過去の教育経験から、現在の児童の実態を
問題化し、そこらか教材を創っていく。 
学習指導要領解説ボール投げゲームにつ

いて「狙って」投げるや「力強く」投げると
の観点は示されていないものの、M 教師は構
想し、採用している。その理由は、高学年の
児童はボールが投げられないというこれま
での教育経験で抽出された技能面に対する
問題認識から「1 年生のときから経験させた
い」という思いが湧いたからである。教材化
は、目の前にいる児童への課題意識だけでな
く、過去の教育経験から引き出された技能面
に対する認識の影響も受けている。 
②体育授業の自律的改善の源泉としての挑
戦性 
 同僚教師から忌憚のない意見がありなが
ら、M 教師はそれらを取り入れる形で修正す
ることはしていない。これは、上司である管
理職や同僚教師がメンターとして機能しな
かったことを意味するのではなく、それを超
える M教師の挑戦性の表れとして捉えること
ができる。知識や経験の伝達がなされていな
い場合でも、教師の挑戦性とも言うべき志向
性は体育授業の自律的改善の源泉になりう
ると思われる。 
【研究課題②】 
 研究課題②では、体育授業の改善をテーマ
に据え、複数年にわたって校内研究に取り組
んだ A小学校の事例を分析することで、組織
的な体育授業研究が教師の省察の特質に及
ぼす影響について指摘した。以下、（１）体
育の授業研究過程と（２）教師の省察的実践
の特徴を記述する。 
（１）A小学校の体育授業研究過程 
まず、事例校の研究経緯と学校体育経営お

ける体育授業の研究過程について確認して
おく。A 小学校が、体育の研究に取り組むに
至ったのは、研究開始以前、児童の学力の定
着が遅れているばかりでなく、「授業が成り
立たない」ほど荒れている状況であったこと
がある。学び方を身に付けさせ、授業の成立
や学力定着へつなげていくことが目指され
ていたため、体育を「利用」することが意識
された実践であった。26年度以降の研究主題
には、そのことが端的にあらわれている。 

A 小学校において取り組まれたこととして、
①技能を表現した「できる」だけではなく、
「わかる」の思考・判断面、「かかわる」の
態度面を包含したテーマを一貫して据えた
こと、②そうしたテーマを学級経営や他教科
へつなぐことを意識して研究を行っていた
こと、③それを具体化するために、毎年の公
開研究会の実施したり、④授業スタイルや体
育ノートの定着等、授業の型の採用がある。 

⑤Q-U テストの実施等、体育授業の成果が、
体育授業以外にどうでているのかの確認を
している。 
 
（２）教師の省察的実践の特徴 
A 小学校は、こうした実践を 6 年間積み重

ねた。教師によって、研究への構えやかかわ
り、取り組んだ年数等が異なるので、そこで
の学習も多様になる。以下、A 小学校の教師
の認識からみた学校の変化について、①体育
的側面、②それ以外の側面に分け、見ていく。 
①体育的側面 
態度、思考・判断の保障 
「できる」に加え「わかる」「かかわる」

も主題に据えたことで、態度、思考・判断に
ついての学習を保障することにつながって
いる。たとえば、これまで、運動量を確保す
ることを重視していた教員も、体育ノートを
活用し、児童の思考や言語活動の様子を把握
して指導につなげている。 
体育授業に関する教師の力量の保障 
第二に、体育授業に関する教師の力量の保

障につながっている。これには、2 つの側面
がある。一つは、授業パターンを形成するこ
とであり、二つ目に、そのことが、特に中学
校・高等学校の保健体育科教員免許を有して
いない教員に対する授業観の揺さぶりにつ
ながっていることである。 
前者については、ホワイトボードで、めあ

ての確認や児童に作戦を考えさせるなどし
たり、タブレット端末を用いて児童自身に技
の完成度を確認させるなどして、子どものわ
かりやかかわりを具体化する指導方法を定
着させている。 
後者について、たとえば、ある教師（中・

高等学校の国語科教員免許状保有）は、「運
動して、子どもたちに考えさせるところ」が
「自分の中にはなく」、「とにかく運動させな
きゃ」だったが、「めあてをもたせて振り返
りとかをさせ」ることが「「国語」や「算数」
という授業だけでなく、「体育」でも有効な
んだ」と認識変容を述べている。 
②学校教育活動、学校組織への影響 
A 小学校は、当初から、体育授業の研究を

通じて、授業の成立や学力定着の実現をねら
っていた。この点についても、教師の認識や
資料から、いくつかの変容が確認できる。  
他の教科への授業スタイルの応用 
まず、体育における授業スタイルが、他の

教科でも活かされている。ある教師は、授業
の「流れ」について、算数の「ウォーミング
アップがあって、自力解決があって、全体で
共有して、まとめをして、適用題をしてとい
う流れ」が、「その時間の学びがちゃんとで
きているのかというところまでも 1度確かめ
る」という「『体育』の流れを汲んでいる」
と述べている。また、こうした「流れ」は子
どもにも内面化していると教師は感じてお
り、授業の安定性につながっていると認識し
ている。 



 八代（2002）は、「体育の授業が学校を変
える」の実現の鍵は、組織学習にあると指摘
した。本研究は、体育授業における教師の省
察的実践は、他の教育活動におけるそれにつ
ながる可能性を示唆しているといえる。 
 今後の課題は、授業の複雑さをどう制御す
るか、という観点ではなく、資質・能力の育
成にどう寄与するのかといった観点から教
師の省察的実践を理解、解明することである。 
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